
平成 18 年 5 月 10 日 
各  位 

                           株式会社 静岡中央銀行 
取締役社長 奥田 一 

                     （問合せ先） 
                              取締役企画部長 林 道弘 

     電話番号：055－962－6113 
 

平成 18 年 3 月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 平成 17 年 11 月 22 日の平成 18 年 3 月期中間決算発表時に公表いたしました、平成 18 年 3
月期の業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 
 
1．平成 18 年 3 月期業績予想の修正 （ 平成 17 年 4 月 1 日 ～ 平成 18 年 3 月 31 日 ） 
 
 【 連 結 】                                                         （ 金額単位：百万円 ） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 
 前 回 発 表 予 想 （ A ） 10,530 1,500 850 
 今 回 修 正 予 想 （ B ） 11,123 2,378 1,261 
 増    減    額 （ B－A ） 593 878 411 
 増    減    率    （ ％ ） 5.6 58.5 48.3 
 （ ご参考 ）前期実績 10,829 1,692 949 

   
【 単 体 】                                                         （ 金額単位：百万円 ） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 
 前 回 発 表 予 想 （ A ） 10,490 1,620 920 
 今 回 修 正 予 想 （ B ） 11,085 2,640 1,159 
 増    減    額 （ B－A ） 595 1,020 239 
 増    減    率    （ ％ ） 5.6 62.9 25.9 
 （ ご参考 ）前期実績 10,785 1,778 978 

 
２．業績修正の理由等 
 【連結】 
  単体業績予想の修正が主要因となったものです。 
 【単体】 
  ○ 経常収益は、お取引先の資金需要が堅調で貸出利回りも予想を上回り本業の預貸利益

が堅調に推移したことと、有価証券利回りのアップにより有価証券利息配当金が増加

したことなどにより、前回発表予想を 5.6％上回る見込みです。 
○ 経常利益は、本業の預貸利益が堅調に推移したことと有価証券利息配当金の増加等に

よる資金運用収益の増加と、一般貸倒引当金の戻入超過が主要因となり、前回発表予

想を 62.9％上回る見込みです。 
○ 上記により、当期純利益においても前回発表予想を 25.9％上回る見込みです。 

以上 


